
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 開催日 令和６年９月２１日（土） 

 場  所 群馬県交通運輸会館 第一研修室・別館 

 参加者 123 名(受賞者・ご家族)・青年部会員 

 

 当青年部会主催の「第２９回働くトラック絵画コンクール」で県内各地から応募のあった３２１点の

作品のうち、選考会において選ばれた５６点の受賞に表彰状の授与式を開催しました。 

 「ホリデーインまえばし」において実施していた表彰式も屋外での開催のため、真夏の残暑による参

加者への健康状態等を考え中止していましたが、今年度４月から新会館に移転したことにより、十分な

場所と安全が確保できることから、多くの受賞者・ご家族をお招きし盛大に開催しました。 

 表彰式後の「トラック体験型授業」では、群馬日野自動車㈱様に大型車をご提供いただき、実際に運

転席に乗車し、乗車体験・死角体験をしていただきました。 

 子供から大人まで初めて乗車する運転席の高さ、乗り心地に感動している姿や運転者から見る死角に

ついて体験し驚いている姿がとても印象的でした。 

 また、1/14 サイズのトラックラジコンを使用した交通安全教育も実施し、多くの子供達やご家族の

皆様に交通安全教育ができた素晴らしいイベントとなりました。 

 次年度においても継続して実施する予定です。次年度以降は多くの皆様のご協力が必要となりますの

で、部会員の皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。          （青年部会事務局） 

 

 

第２９回働くトラック絵画コンクール表彰式・トラック体験型授業の開催 
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 開催日 令和６年１０月２０日（日） 

 場  所  前橋市嶺公園内 

 参加者 総勢１９４名（内部会員１９名） 

 

第 27 回群馬県トラックの森づくり事業に参加し、草刈りを行いました。自然の中での作業はとても気

持ちが良く、清々しい気分になりました。草刈りをしながら、普段見逃している自然の美しさや、小さな

生き物に気づくことができ、自然環境を守る大切さを改めて感じました。参加した皆さんと協力して作業

ができ、達成感もありました。これからもこうした活動に積極的に参加していきたいと思います。 

（副部会長 鈴木 誠） 

 
 

 
 開催日 令和６年１１月１日（金） 

 場  所 【見学先】㈱ボルテックスセイグン 本社物流センター 

               〃       鷺宮物流センター 

      【交流会】ホテルメトロポリタン高崎 

 参加者  総勢 101 名（来賓 2 名・当県 25 名(事務局含む)） 

  

 本年度は、群馬県が当番県となり、「関東トラック協会青年部会令和６年度研修見学会」を㈱ボルテッ

クスセイグン様の全面的なご協力により開催しました。 

今回の研修見学会は、令和元年度に伊香保（ホテル木暮）で開催しました「(公社)全日本トラック協会

青年部会関東ブロック大会」において、群馬大学の次世代モビリティ社会実装研究センター センター長 

太田直哉先生を講師に迎え「群馬大学が目指す自動運転の未来」を講演いただいた続編として、計画しま

した。 

研修の部では、初めに㈱ボルテックスセイグン 代表取締役社長 武井宏様から「安全第一主義を理念

にした物流の自動化等の取組」について、自社の取組や今回の見学会の目的である「完全無人化自動運転」

の開発の歩みや産学連携で行っている「次世代モビリティを組み合わせたデジタルサービスの構築」等を

惜しみなくご説明いただきました。 

次に「完全無人化自動運転（本社物流センター）」「自動荷役システム（鷺宮物流センター）」の見学を 2

班に分かれて行いました。 

初めて見る完全無人自動運転に動画撮影をしている方が多くみられ、太田先生の説明を聞いている際も

全方位カメラやレーザーセンサー等に興味心身で食い入るように見つめていました。 

また、倉庫内の荷役業務の省人化に取り組んでいる無人フォークリフトを活用した自動荷役システムも

見学し、実際に稼働している自動フォークリフトの作業やシステム等について、詳しくご説明いただきま

令和６年度トラックの森づくり事業を実施 

関東トラック協会青年部会令和 6 年度研修見学会を開催 



した。 

その後の交流会では、ご来賓に(一社)群馬県トラック協会 会長 武井宏様、専務理事 神戸勇様をお

招きし、他県の方々とお酒を交えながら楽しく交流が深めることができました。 

今回は人数の都合上、部会員の皆様までお声掛けできませんでしたが、関東圏だけでなく、隣県の他ブ

ロックの部会員の方々と交流する場を設けております。 

まだ、部会員の方まではご案内できていない状態ですが、より広い範囲で情報交換を行える場を部会員

の皆様に提供したいと思っておりますので、企画した際は奮ってご参加をお願いします。         

（青年部会事務局） 

 

 

 

 



 

 
 開催日 令和６年１１月２日（土） 

 場  所 富岡倶楽部 

 参加者 部会員２３名・部会員外５名 

 

当青年部会主催の「第１６回(一社)群馬県

トラック協会青年部会チャリティゴルフコン

ペ」を富岡倶楽部で開催しました。 

当日は、部会員をはじめ部会員外の方にも

ご参加いただき、雨が降る最悪のコンディシ

ョンでのラウンドとなりました。 

雨が降る中でも部会員同士が交流しながら

楽しくラウンドしている姿、いつもより多く打ってしまい疲れている姿やスコアが悪く落ち込んでいる姿

等が見えましたが、青年部会員らしく若さをフルに出して、最後まで全力でラウンドしている姿が印象的

でした。 

今後もチャリティゴルフコンペのみならず、業界が直面する課題に対する研修会や本気でつきあえる仲

間づくりができるような交流の場を企画していきたいと思っておりますので、積極的な参加をお願いいた

します。                                  （青年部会事務局） 

 

【成績】 

 優 勝 井戸口肇（大泉支部）       準優勝 小泉哲也（群馬日野自動車㈱）   

第３位 小曽根利晃（館林支部）    第４位 大河原守行（甘楽富岡支部）  

第５位 大河原悠（ダイカツ運送㈱）  ＢＧ賞 井戸口肇（大泉支部）               （以下省略） 

 
 

 

  
 開催日 令和６年１１月１２日（火） 

 場  所  前橋市立城南小学校 

 参加者 ５年生 総勢７２名 

 

本年度初めての実施となる「物流出前授業」

を前橋市立城南小学校の５年生を対象に実施

しました。 

 今回も幹事、群馬日野自動車㈱様に車両のご

協力いただき実施しました。 

座学の授業では、「工業を支える運輸の働き」

について、小林副部会長（TT 先生）が説明を

行い、物流（トラック）について、ジェスチャーや例えを交えながら、とてもわかりやすく説明していた

だきました。 

また、質問タイムでは、生徒から多くの質問が上がり、戸惑いながら質問に答える幹事の姿がとても印

象的でした。 

続いて、体験型の授業では、トラクタヘッド・４トン冷蔵車・パッカー車・EV 車の計４台を使用し、

運転席への乗車体験と車両説明を行いました。初めてトラックの運転席に乗車した児童が大きなハンドル、

眺めのいい運転席の体験、更に運転席から死角体験も行うなど、様々な体験を提供することができました。

第１６回(一社)群馬県トラック協会青年部会チャリティゴルフコンペを開催 

令和６年度物流出前授業を実施 



特に冷蔵車については、荷台から冷気が出てくる装置に興味深々となり、子供たちや先生までも楽しんで

体験している姿が見受けられました。 

本年度は、前橋市の小学校で実施しましたが、次年度以降も継続して実施していきます。皆様のご協力 

なくして実施、成功しない活動のため、引き続き部会活動にご協力いただけますようお願いいたします。 

（青年部会事務局） 

【前橋市立城南小学校】 

 
 

 

※新部会員の方です。部会員の皆様よろしくお願いいたします。 

 
 

支部 氏名 会社名 役職 入会日 

館林 小 林  譲 ㈱新鮮便 主任 R6.10.1 

新規加入部会員紹介 

 新規加入部会員募集  
 

（一社）群馬県トラック協会青年部会では、新規加入青年部会員を募集しております。 

当協会青年部会の主な活動として、社会貢献活動、広報活動や部会員の要望等から様々な研修会を開催しています。 

青年部会に興味のある方は、事務局又は  青年部会幹事までお気軽にご連絡下さい。 

みなさまのご参加をお待ちしています。     ★問合せ先★  青年部会事務局（武井） ℡027‐261‐0244  



❖ 平成６年度下半期活動スケジュール ❖ 

日時 行事名 場所 

令和６年 12 月 1 日(日)～ 

令和 7 年２月２8 日(金)  
令和 6 年度第２回献血推進活動 群馬県内各献血ルーム 

令和 7 年２月 14 日(金) 令和6年度(公社)全日本トラック協会青年部会全国大会 京王プラザホテル 

 

 
〇TV ゲーム Factorio (ファクトリオ) 

 

元 IT 屋だった私が運送・倉庫業界に転職するにあたってやり始めたゲームです。 惑星に墜落した主人

公が惑星にある資源を採掘・加工して、最終的にロケットを製造して惑星から脱出するゲームです。 人

力では時間がかかりすぎてできない事も、採掘機械や運搬機を開発して工業化することで不可能を可能に

していきます。 以下に効率が良く、美しい製造ラインを作り上げるがミソであり、ハマる人にはハマる

ゲームだと思います。                         （高崎支部幹事 松本卓也） 

 

 

 

 
 

 

              
                    
                   

                    

                     

                        
  

             
                      

      
          
            

              
                      

      
          
            

       
                      

      
          
            

   
          
          

   
               
             
          

   
       

                     

                                        
                                           
         
                                          
                           

                                    
                           
                                                

                                     
                                     

                                    

                         

     

                     
         

                                               
                             
                                             

          

              

お薦めの○○ 

令和６年度第２回献血推進活動のご案内 

 

昨年中は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

本年も倍旧のご愛顧の程お願い申し上げます。 

令和６年 1 月 


